
会近、

吾珂
第 142巻第2・3号

オ-7，トリ 7経済思想史研究の課題と方法・ ・八木 紀一郎 1 

w. A.ルイスの世界システム論 ・…・ ・小野塚佳光 12

社会的欲求の充足と財政組織・・・・・… ……・山 田 浩 寅 31 

ターンパイク・モデルの初期調整プロセ兄・・長沢克重 岨

技術革新と雇用・・ ジャンカノレロ・ノ γニ兄 70 

戦後日本電機企業の海外進出・・ ー・・ …u 醇 文 肇 93

書 評

向寿 一著「世界マネー循環と多国籍銀行」一小倉明浩 117

経済学会記事

昭和 63年 8・9月

東郡式事程調事 奮



(237) 49 

ターンパイク・モデルの初期調整プロセス

長沢克 重

はじめに

本稿でとりあげるターンパイク・モデノレ (Turnpike Model) は. 1970年代

後半から日本の経済計画に導入されている長期計画用モデルであるヘ モデル

の背景となるターンパイグ定理ほ. 1960牛代を中心に，日米の理論経済学者に

より証明がなされたが幻， 実際のデータを用いたジミュレーショ Y が行なわれ，

現実化にあたってのモデルの改良がなされたのは，主要には1970年代以降のこ

とであるω。

本稿では，ターンバイク・モデノレの計画モデノレとしての特徴を検討するとと

もに，現実化に際しての 1つの問題点である，初期調整の問題をとり上げ，資

本蓄積ターンバイク・モデノレを用いて稼動率調整アクティヴィティーの導入を

試みる。最後に，調整用アクティゲィティーを導入したモデルによるシミュ ν

ーショ γを行ない，効果を検討することにする。

I ターンバイクモデルの特質

ターンハイク・モデノレの理論的背景となるものは，ターンバイク定理という

命題であるが，最適成長径路についてのターンバイク特性を最初に予測し， 乙

の命題の証明に端緒をつけたのは，サミュエルソ Y らである心。

ターンパイク定理の概略は次のようなも白である。即ち，閉じた動学的生産

1) たとえば』経済審議会計量委員会 [19)[20) [21) 
2) ターンバイク定理を概観したものとして， Bur回目抗日 andDobel1 (2 J. Mckenzie (6) 

3) 改良のための様々 なシ、ュレーションをまとめたも0として，筑井 [18J。Dorfman，Samuelsonand Solow (3 J pp. 329-334 
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モデノレの中で，各財の蓄積量が毎期一定の比率で成長するような径路〔これが

タ-yバイク径路となる〕が唯一つ存在する場合，任意の初期蓄積から出発し，

計画最終期に任意の評価価格で評価される資本ストッグ価値額を最大にする最

適資本蓄積径路は，まず計画初期にターンパイク径路に接近L. 次に計画期間

の中途の大部分をその径路に沿って進み，計画末期に径路を切り換え，目標と

なる最大価値を実現する資本構成に|旬かつて進む， というもの巴ある。

ターンパイグ定理の着想自体は，サミュエノレソンらによるも白であったが，

初めて正しい証明を与えたのはヲドナー"森嶋"である。 特にラ戸ナーの方

法は，後に様々な論者によコて用いられた。

ラγナーは， フォン・ノイマ Y体系を一般化した生産手デノレに，幾つかの付

加条件を与えて証明を行なったが. 2つの点で問題を残した。まず彼の証明は，

最適径路がターンパイク径路の近傍で過ごす期聞が非連続的である可能性を排

除 Lないことである。この問題は，のちに二階主の「ターンバイク強定理J"

(最適径路がター γパイクから離れる期間は計画初期と終期に限られる)によ

り補強された。さらに，ラドナーの導入した生産技術に関する仮定が，フォ

γ ・ノイマン自身の生産モデルにはあてはまない， ということである。この問

題に関する定理の拡張はマッケ γジーωによってなされた。ラドナーの方法は，

のちにマッケンジーへ筑井w，によって動学的レオンチェフ体系へ適用された

が，このことは，単に異なる生産体系への定理の拡張に止まらず，実証分析が

可能なレオンチェフ体系にターンパイク定理を結びつけ，現実への適用可能性

を与えたという点で，大きな意義があった。

このような，資本蓄積ターシパイグ定理と同様な問題は， ラムゼーに始まる

l最適貯蓄理論Jlllにおけ与最適径路に関しでも認められていたが，この問題

5) Radner (10) 

6) Morishima [7 J 
7) Nikaido [8 J 
町 Mckenz.ie[5) 

9) Mckenzie (5) 

10) Tsukui [12J 
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は「消費ターンパイグ定理」として定式化された。即ち，一人当たり消費から

生ずる効用の，時間に関する総和を最大化する径路は，計画期間の大部分を，

新古典派成長理論でいう「黄金律」径路の近傍で過ごす，というものである。厚

見12)は，ラドナーの方法をこの問題の証明に適用 L，のちに筑井13> ゲーノレ'"

らによって，一般的なモデノレへと拡張された。

ターンパイク定理から我々は，資本蓄積及び消費の最適径路に対して，各々

のタ -yバイク径路が規範的な意味を持つことを見出す。即ち，経済がどのよ

うな初期状態から出発Lょうとも，また計画終期にいかなる目標をとろうとも，

資木蓄積及び消費の最適径路は，中間期間の大部分においては，所与の生産技

術条件から与えられるタ ンバイク径路に沿って必ず進むことになるからであ

る。ター νパイグ・モデルの計画そデノレとしての特徴は3 このような理論的基

礎において見出されJ この点で，経済計画に通常用いらる予測型計量そデノレと

は』そもそも仲格が異なるものである。

中-短期の経済予測において用いられる計量モデルは，過去のデータに基づ

いて行動方程式を推計L，これに政策変数等の効果を加えて将来の経済状態を

予11mするが3 ターンバイク・モデルは，このような本来の予測モデノレとは異な

れある一定の政策目標(例えばp 資本蓄積又は消費効用の最大化〉を種々の

制約条件のもとで達成するための規範となる成長径路を，線型計画問題の解と

して示す最適化モデノレである o つまり，従来の「予測型モデノレ」に対して，タ

ーンパイク・モデノレは「最適化型モデノレ」であり，計画的性格をより強〈持つ

ものといえよう o

ところで，経済計画を立案し実行する際に，現実の成長径路がターンバイ

ク・モデノレの与える解に沿うように，経済諸主体の活動を制御することは， と

りわけ資本主義経済におい亡はほとんど不可能であろう。更に，計画最終期に

11) Ramsey [11J 

12) Atsumi (1) 

13) Tsukui [13J 

14) Gale [4J 
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どのような目標に到達すべきかという， 目標選択の問題についても，全ての人

人の聞で合意を得ることは不可能に近い。しかしながら， もしある一定の政策

的方向(例えば，資本蓄積の最大化が望ましい，或は消費効用の和の最大化が

望ましい，といった〕に関して大多数の合意が存在する場合には，個々の具体

的な最終目標において意見が分かれるとしても， どのような最終目標に到達す

る有効径路も，すべて中間期間においてはター Y パイク径路に沿って進むので

あるから，ターンハイグ径路に布効に接近するという目標に関しては，すべて

の人々の間に合志を得る可能性が生まれることになる。

以上の様に， タ-/'パイク・そデノレの計画モデノレとしての特質は，ある政策

目標を達成するために，資源配分上の効率性から見た最適径路を示すことに上

コて現実の経済状態の有効性を評価し，さらに，具体的な円標を異にする人々

の問での合意形成をはたそう正するととろにあるのであるの

II 資本蓄積モデルと調整用アクティヴィティーの導入

本節では，ターンパイク・モデノレの実用化に際しての lつの問題点である初

期調整の問題をとり上げ，資本蓄積モデノレを用いて，その調整方法を検討する。

初期調整の問題とは，経済が計画初期時点から出発してターンパイグ径路に

向かつて成長してゆく際に，初期に存在する資本ストッグの構成比率と，タ-

Yパイク径路上の資本ストック構成比率との聞に大きな訴離がある場合，財の

産出の急激な増加，或いは大量の財の棄却といった非現実的な解が生ずる現象

に対~，これをいかに調整するかということである。現実には，経済成長の過

程で財の不足や余剰がある場合は，在庫調整や輸出入で調整を行なうと考え b

れるか b，このような活動を反映する変数をそデノレに加えあ必要がある。

初期調整用7グティヴィティーとしては，在庫調整，輸出入が考えられるが，

ιιでは， ζれらに加えて稼動率調整アクティずィティ 士導入し，その総合

的効果を検討する問。さらに，産出量の非現実的な土下変動を排除するための

15) 在庫調整輪山入アクティヴィテ 4 の効果を検討したも四として，筑介他 [18J第 5章。ノ
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制約式を付加する。

以下では，資木蓄積モデノレを用いて，財の需給関係のみからなるレオンチェ

フ・モデルをまず導出 L，次に，それに調整用アクティヴィティーを付加した

そデノレを示し，単純なモデルの解と調整用アクティヴィティー導入後の解の特

性を，比較検討する。

II-l 蓄積計画の基本そデノレ

ター γパイク・モデルの骨格となるのは勤学的レオンチェフ・モアノレである

が，それは，財の需給制約関係について以下のように書ける。

(1 ) x(t)孟Ax(t)+B[x(t十 1)-x(t) ] +cvx(t)十C (t~O， 1， 2， • ....) 
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(投入係数行列資本係数訂列) (産出量べクトル) (限界消費性
向ベクトノレ)

-E
E

 l
 
-
-c 

ψ~[町丸]

〈基礎消費量ベクトル) (付加価値率ベクトル〕

(1)は，左辺は供給サイトコ右辺は需要サイドを表わし，不等式が示すよう

に財の不完全利用を許す体系となっている。なお，消費は所得の線型消費関数

として与えられているc

この(1)に関して単純再生産の状態を考え， この状態の産出量を ーピ=(Xl.

X2，...， 乙)('は転置を表わす〕とすると，

x=A王十cvx+~

という関係が成立し，上式を変形して

¥当ま?と，稼動率調整りみを第0期だけに使った例としてI Tsuki and Murakami U5J pp. 108 
110 
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(2) (I-A-cv)x=ε 

を得る (Iは単位行列)。

ζζ で，単純再生産の状態を越える産出量 z(，)'=(z，(t)，z，(t)， Zn(t)) 

を考えJ

(3) z(t)=x(t) 王

とすると， (1)， (2)， (3)より以下の関係式を得る。

(4) (D十B)z(t)-Bz(t+l)孟o (tニ 0，1， 2， 

ただし D=(I-A-cv)

(4)において，毎期に E以上の消費水準が維持されなければならないとする

と， .z(t);;;;Oが成り立たねばならない。

(4)に関す呂資本蓄積の最遣計同問題は，以下のような線型計画問題である。

(max 戸Bz(わ

I s. t. (D十B)z(t)-Bz(t+l)言。
(5) < 

z(t)言。

(D+B)z(o)孟O

(t=O， 1， '''， T-1) 

(t=O， 1， "'， T) 

ここで戸は，P=(P1o P2， ー，Pn)で，計画最終期における資本凡トッグの評

価価格ベグトノレである。即ち問題(5)は，計画最終期において，ある評価価格

ベクトルPで評価される資本ストック額を最大化させる成長径路を求める線型

計画問題である。この問題の解は，ター γパイク定理から計画の中間期間は

タ-0/バイク径路に沿って進むことになるが，この場合のター Y バイク径路は，

(5)の等号体系

(D十B)z(t)=Bz(t+l) 

~p ち，

(6) z(t十1)= (I+B-'D)z(t) 

の一般解から得られる。定差方程式(6)0)一般解は，

z(t)ニ員 α』川E

で，ただし，ri. h，は(I+B-'D) 0)固有値とそれに対応する周有ベクトノレ，
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αzは初期条件により定まるスカラーである。さて，正値行列 D-1B16) の固有

値を引とすると，0，とれとの間には，

74=l+4-
"' 

の関係があり，さらに固有ベクトんは互に一致している1730 ここで，D-IB の

フロベュウス根'"を p，とすると，問題(5)のターンバイク径路は p，に(即

ち r，に〉対応する固有ベクトノレんの要素比率として与えられ，均衡成長率

は fーとなる。
μ1 

さてここで， (5)の目的関数を max.pBx(t) とする代わりに， Iタ-yパ

イク径路上での産出量最大化」とおいても，計画モデルとしての合意は変わら

ないから，目的関数を置き代えて定式化すると以下のようになる。

[MODEL I] 

max. p. 

s. t. (D+B)z(t)-Bz(t+1)孟o (t=O， 1， '''， T-2) 

(7) i (D+B)z(T-1)-p.B恰 O

z(t)ニ x(t)-"，;';0 (t=O， 1，…， T-1) 

D= (l-A-cv)，王=D-'c，Dz(o)>O 

(記号〕

A;投入係数行列 (nxn)

B;固定資本係数行列 (nX n) 

c;限界消費性向ベク}ノレ (nx 1) 

Cj基礎消費量ベクトノレ (nx 1) 

V;付加価値率ベグトル(1x，の

16) 通常の経済デ タに関してはJ D-l>Oが満たされる。又，B>Oより，D-'B>O 

17) Plに対応する固有ベクト内丸とすると，(Pt 日明ド0。よって， (土 B"D)丸~O で，

[(1+土)べ旧日)Jι~O であり，円F円=1+士'
18的〉 フ戸ベよιユウスの定理につLい、ては'たとえば二陪堂 [9J 1ロ20ペ一三ヲP 
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(単位 z百万円 1965年価俗，カ γ 「内はお〉

主主¥三| 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1農林水産業
4022 2470 2842 3270 3762 4329 4981 5731 6594 7587 8730 
(7.8) (4.1) (4.1) (4.1) (4.1) (4.1) (4.1) (4.1) (4.1) (4.1) (4.1) 

2軽工業
10286 11149 12885 14826 17059 19628 22584 25985 29898 34400 39580 
(20.2) (18.6) (18.7) (18.7) (18.7) (18.7) (18.7) (18.7) (18.7) (18.7) (18.7) 

3重工業
15101 1f17fl9 21585 

(2341R325 〕
2f1fl7fl 32879 37830 43.527 50082 57623 66301 

(29.4) (31.3) (31.2) (31.2) (31.2) (31.2) (31.2) (31.2) (31.2) (31.2) 

4建 設
5186 8712 10024 11534 13271 15269 17569 20214 23258 26761 30790 

(10.1) (14日〉 (14.5) (145) (14.5) (145) (14.5) (145) (14.5) (14.5) (14.5) 

5エネルギー
1992 2019 2323 2673 3075 3538 4071 4684 5390 6201 7136 
(3.9) (3.4) (3.4) (3.4) (3.4) (3.4) (3.4) (3.4) (3.4) く3.4) (3.4) 

6運輸通信
3328 3784 4354 5009 5764 6632 7630 8779 10101 11622 13372 
(6.5) (6.3) (6.3) (6.3) (6.3) く6.3) (6.3) (6.3) (6.3) (6.3) (6.2) 

7サーピス
11440 13101 15073 17343 19955 22960 26418 30397 34974 40241 46302 
(22.3) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) 

言十 |旧日|吋 6刊一 91461|吋 吋 13幻 17116附 It…21山(100.0) 1(100.0) 1(100.0) 1(100.0) 1(1叩 0)1(100.0) 1(100.0) 1 (100.0) 1 (100.0) 1 (100.0) 1 (100.0) 

z(のの産出水準及び h，表 1

fH所)Tsukui and Murakami 05J. p. 83. 89 
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x(t) ;第 s期生産額ベクトノレ (nx 1) 

正;基礎生産額ベクトノレ (nX 1) 

μ 最終期総生産額(スカラー〕

(245) 57 

hi; ターンパイク産出比率ベグトノレ(ただし要素の絶対値の和が 1で

ある)(n x 1) 

[MODEL 1]と同様なモデルによる計算結果は，今までにいくつか公表きれ

ているが1へその中で，筑井・村上加によるものを表1に示す。表1は，

[MODEL 1]に1965年四データを適用した計算結果であるが，乙のf日」では，経

済は初期時点から出発して第2期日にターンバイク径路に到達L，以後計画最

終期まで定の成長率 p-~即刻で，タ-:/バイグ産出比率九を保って、11
成長を続けており，ターンパイク特性を確認できるυ 定理に土れば，目標とな

る最終期資本ストタク構成比にいかなる値を与えても，計問中間期間は，h， 

の比率脅保って経済は成長しなければならないが，実際の γ ミュレーション結

果においても，ター Y パイク特性の存在が確認されている叩。

E← 2 初期調整用アグティヴィティーの導入

[MODEL 1]は，財の需給係以外には何の制約もない最も単純なモデノレであ

るが，解の現実性という点から表1を検討してみると，以下のような問題点を

指摘できる。

まず，第 1部門(農林水産業〕においては，第Oから第 l期にかけて約33%

の産出減となっているが， これは， これだけの財を未利用のままて棄却してし

まうことを意味しており，逆に第4部門〈建設〉においては，同じ期間に約53

%の産出増があるが， ζちらは，この産山増に必要な資本財が 1年間に生産さ

れることを意味する。 [MODELI]においては，産出量の変動には何ら制約が

ないため，計画初期の資オストック構成比とターソパイグ上の資本ストック構

19) たとえば， Tsnkui [1 o.] 筑井 [16J，筑井他口71[181 

20) Tsukui and Murakakami (20) 

21) Tsukui Dnd. MurnlHlmi (20J pp. 83-86 
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成比との議離がより大きい場合は，可能性としてはこれ以上の大幅な変動が考

えられる。

しかし，大量の財を未利用のまま棄却したり，短期間に大量の資本財が生産

されると想定するよりも， もし余剰財があれば在庫として次期に持ち越したり，

不足財は輸入でまかなう，と"、う想定をする方が現実的であろう。

ターンバイク・モデノレの場合，計画初期と終期，~n ち経済がターンパイク径

路に接近し，又そこから離脱する時に，大きな産出量変動が生ずる可能性があ

り， ζの変動を調整するアクティヴィティーの導入が必要となる。調整用アグ

グティヴィティーとしては，在庫調整，輸出入などが考えられるが， ζζ では

新たに稼動率調整アクティヴィティーを導入してその効果を見るととにする。

レオンチェフ生産関数の場合，産出量 x(t)の増大には，その生産増に必要

となる資本財の増加が前提となるが，稼動率調整の考え方は，資本財は一定の

まま，生産設備の稼動率アップにより生産の増大を行なうと想定する。これら

の調整用アクティヴィティーを導入し，さらに非現実的な産出量変動を制限す

るための制約式を加えたモデルを以下に示す。

[MODEL 1口

max.μ んま(t，)ーん5'(t2) (:;=::;:f，d 
S. t. 

(8) x(o)+♀(0)十m(o)-e(o)孟A[x(o)+正(0)J+ B[x(l) -x(O) ] 

十s(l)+cv[x(O)十正(口)J+e

(9) x(t)+正(t)+s(t)十m(t);;;A[x(t) +5'(t) ] + B[x(t+ 1) -x(t) ] 

+s(t+1) +cv[x(t) +x(t) ]十e (t=l， 2，…， T-l) 

cl口) x(T)十正(わ+s(わ十m(わ -e(T);;;A[x(の+れの]

+B[(正十件，)-x(T)J+cv[x(め+沢町]十E

(11) "，(t+l)孟α，x(t) (t=O， 1，…， T-l) 

(12) x(t+l)三三αzx(t) " 

(13) se(t) -im(t) =0 (t=O， 1， ・・， 7ウ
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(14) 正(t)亘rx(t) ( 11 

新たに導入した記号とその内容は以下のとおりである。

(変数〉

s(t) ;財のストック・ベクトノレ (nx 1) 

e(t) ;調整用輸出ベクトノレ (nX 1) 

同 (t); 11 輸入ベクトノレ (nX 1) 

ま(t);稼動率調整産出ベクトノレ (nx 1) 

(定数〕

α1，産出量変動制約係数(上限)(n x 1) 

α-， ， 11 〈下限) (ηx 1) 

s;交易係数ベクトノレ(1xn) 

r;稼動率調整産出量制約係数 (nx 1) 

ん，ん;稼動率調整制約係数(1xn) 

(247) 59 

新たに導入した変数と [MODELII] について説明すると，まず， ストッ

ク・アクティヴィティー s(t) は在庫調整を表わし，第 t期に使わずに残った

財をそのままの形で次期に持ち越す働きをする。 s(t)により持ち越された財

は，そのまま次期に新たな供給力として用いられる。次に，輸出入アクティヴ

ィティ - e(t)，問。〕は，過剰財の輸出，不足財の輸入とし寸調整用輸出入の

働きを表わす。これに関する(13)は，輸出入に対する外貨制約式である。即ち，

剰余財 1単出を押し出して輸出するととにより交換できる不足財は戸単位で

あることを表わし， もし孔く1(i=1，.・・，n)とした場合は，財の交換に際し多

少の損失を被ることを意味する。最後に稼動率調整アグティヴィティー x(t)

は，前述したように，一時的な産出量の増大を，資本設備量は一定のまま稼動

率の上昇により達成Fる働きを表わす。ただし，稼動率上昇により調整可能な

生産量は，通常の隊動率のもとでの生産量の 定割合以下であると仮定し，(1

4)でこれを表わす。また，稼動率上昇の際には，労働時間延長に対する割増賃

金等の，通常以上のヲストがかかる思われるので，そのつストを ~l ， .A.2 で表わ
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す叩。

ll-3 、ンミュレーション

以上のような改良を加えた [MODELII]の計算結果を以下に示す。なお，

使用したデータは，前出の筑井・村上によるものと同様なデータを用いた叩。

モデノレのパラメータ (α1・a2.s. r.ん，ん〉に与える値によって J 次のA，

B， C 3つのヶーエのシミュレーションを行なった。
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|α1ニ 0.8

α，= 1.25 

戸ニ0.8
CASE C: I 

r=O.l 

2，=1.0 

).2= 1.0 

CASE A は，産出量変動の巾を，増大25%，減少20%とL，過剰財 1単位

の輸出によって可能となる不足財の輸入は 0.7単位としたo 稼動率調整による

生産は，通常の生産量の10%以下の範囲で可能である。

CASE Bは，産出量変動の巾に関する制約をAよりも緩和するが，それ以外

の条件はAと同じである。

CASECは，産出量変動の巾はAと同じであるが，稼動率調整にかかるコ y、

トを大きくしてある。交易条件に関する制約は， A， Bよりも経めである。

A， B， C の各ケースについての計算結果は表 2~表 4 のとおりである。又，

[MODEL 1]と [MODELII]の産出量の変化を比較したものが図 1である。

れらにもとづいて [MODELII]の特性を検討してよう。

まず， CASE A について見てると，図 1から明らかなように， 第 1部門で

生じていた財の棄却現象が改普され，財の有効利用がほかられている。その他

の各部門でも，表2からわかるよに，x(t)， s(t)， <(t)， 情。〉が働くことによ

22) 諒動率上昇は，調整の必要な初期にのみ必要で中期l均年は不要となるから，以下00ジミ ι レ
←ションではん〉んとしてある。

23) データについ之は， Tsukui and Murakami (20) pp.80-83，筑井他 [18J426ペ ジを見よB
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表 2 z(の，正(t)，，(t)， ，(t)， m(のの産出水準一一CASEA 

孟ご司 o 1 2 1 3 IJ尺寸-6-1 7ー下 ~I 9 J 
1 ;!四|叩31 32551 27441 組 11 岨 941 抑制リ??"
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lm8611cml14担 11 160引 11田 321 213叫拙団128四鴨川叩
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表 3 z(t)，正(t)， ，(めの産出水準一一CASEB 

変 数壬ElI| 。 1 2 3 5 7 8 9 

2598 1602 2764 4203 4809 5533 (643617 3 z， (7.8) (4.3) (2.1) (3.1) (4.1) (4.1) (4.1) (4.1)1 (4.1) 

10286 10128 14001 17038 19109 218日3 25089 28870 33220 I 38224 
z， (20.0) (16.8) (18.7) (18.9) (18.7) く18.6) (18.6) (18.6) (18.6) i (18.6) 

15101 20407 24436 28577 32107 36538 42041 48374 556601 64043 
Z， 

(29.4) (33.8) (32.6) (31.7) (31.4) (31.2) (31.2) (31.2) (31.2) (31.2) 

5186 8506 11949 14111 14957 16969 19525 22466 25851 29744 
z， 

(10.1) (14.1) (16.0) (15.6) (14.6) (14.5) (14.5) (14.5) (14.5) く14.5)

1992 1777 2542 2731 3080 3932 4524 5205 5990 6892 
z， (3.9) く2.9) (3.4) (3.0) (3.0) (3.4) (3.4) (3.4) (3.4) (3.4) 

3328 3947 4494 5127 6461 7369 8479 9756 11226 12916 
z， (6.8) (6.5) (6.0) (5.7) (6.3) (6.3) (6.3) (6.3) (6.3) (6.3) 

11440 12997 15842 19921 22370 25514 29357 33780 38868 44723 
"7 (20.3) (21.5) (21.2) (22.1) (21.9) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) 

~t 1 5日1町吋1い6卿 1 74品捌捌8田師6白州51川9脚 1102 叫m 担叫叫11出3品叫4必叫5
x， 124 332 233 349 

ぷ 2 1507 1491 1879 

x， 1804 2334 2737 

x， 664 996 1340 

i5 262 240 316 336 371 

x， 455 517 572 635 

x， 1732 1868 2173 

" 
1770 2370 745 

" 
1091 

" 
" 
" 

303 

" 
144 265 

" 
462 330 
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表 4 2(1)， e(t)， m(t)， ，(りの産出水準一一-CASEC 

おそ|。 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

3073 2931 3844 3526 2676 1996 1452 1017 669 
z， (4.9) (4.0) (4.4) (3.4) (2.2) (1.4) (0.9) (0.5) (0.3) 

10286 14日54 14712 16253 19474 23202 26764 31109 35945 39187 
2， (20.0) (22.3) (19.9) (18.8) (19.0) (18.9) (18.7) (18.7) (18.6) (17.3) 

15101 18258 21723 25734 30541 35455 41212 47949 56301 68563 
z， (29.4) (29.0) (29.3) (29.7) (29.8) く28.9~】 (28.8) (28.7) (29.1) (30.3) 

5186 6846 8921 11515 14757 18810 20590 24049 27192 34199 
z， (10.1) (10.9) I (12.iJ) (13.3) (14.4) く15.3) (14.4) (14.4) ¥ (14~iJ) (15.1) 

1992 1848'. 2397 2768 3271 3853 4465 51911 6032 6616 
z， (3.9) (2.9) (3.2) (3.2) (3.2) (3.1) (3.1) (3.1) (3.1) (2.9) 

3328 30R2 2221 15R2 981 540 187 -95 -321 官2z， (6.5) (4.9) (3.0) (1.8) (1.0) (0.4) (0.1) ( -0.1) ( -0.2) (-0.2) 

11440 15771 21184 24918 30037 38156 47726 57149 67121 77908 
27 (20.3) (25.1) (28.6) (28.8) く29.3) (31.1) (33.4) (34.3) (34.8) (34.4) 

計 1 51日 1629311白州国吋1昭明l
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って，剰余財・不足財の調整を行ないつつターンパイク径路に接近している。

調整用アグティヴィティーの中で最も活発に働いているのは王(t) であり，第

2期までは全部門において作動している。調整用アグティヴィティーは第5期

まで働いているが，ここまでの期間が，経済がターンハイク径路に乗るまでの

調整期間となっ亡し、る。 [MODEL1]の場合は，第2期にはもう，ターンハイ

ク径路に到達してしまったが，調整用アクティヴィティーの導入により，これ

らが働く期間だけ調整期聞が長〈なっている。

次に， CASE Bに関しては，^よりも産出量変動の制約を緩めた結果，表3

を表2と比較して明らかな土うに，初期の産出量変動は大き〈なっている。調

整用アクティヴィティーについては，e(t)， mCt)は働いていないが，i(t) は

令部門について，s (t)は第 3・第4部門以外について作動している。また，

このケースでは第4期までが初期調整の期間となっている。

CASECについては，前2看のケースとはかなり性格の異なる解が得れた。

即ち，表4に見られるように，z(t) に関するターンパイグ径路が認められず。

その代わりに第 1部門と第6部門にお統る輸入特化傾向が現われ，又，第7部

門においては輸出増大傾向が認められる。このよな傾向が生じた原因としてま

ず予想されるのは，稼動率調整にかかるコストを非常に大きくとったために，

i(t)が働かなくなり，i(t)でなされるべき調整が e(t)，m(t) にまわされて

いるということである。 しかし一方では，s(t)に対してはその分が転嫁され

ていないとを考慮すると，月の値を高めて交易条件を緩和させたことが大きな

原因であると考えられる。即ち，交易条件が緩和されると，成長率を品めると

いう点からは，ある財に関しては輸出又は輸入に特化するような径路が選択さ

れる。という結果が生じうるのである。交易条件をさらに緩和させた場合には，

輸山入への特化現象が一層顕著に現われることも考えられる。

きて，以上のようなシミュレーシ aY結果をもとに，調整用アクティずィテ

ィーを導入した効果，及び稼動率調整アグティヴィティーの効果をまとめてみ

ょう。
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円 l 第 l部門(農林水産)
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1K 
GO↓ 第 7部門(エヰルギー)
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一一-olODEL II (CASE .¥) 

(CASE B) 

(河ODELnは、 x{ti→-;.(t)ム s(l)-卜I!(l))
30 

10 

2 7!}  Jリ!

まず第 lに， 調整用アグティヴィティーを導入したことにより， [MODEL 

1]で生じた未使用の財の棄却といった事態は改善1れ'" 財の効率的利用が

はかられるようになった。このことを，図 1から見ると， X(t)， X(t)， S(t)， 

e(t) を合わせた [MODELII]の生産可能領域が， [MODEL 1]のそれより

も高い水準に押し上げられている点に現われているo そして，これらのアクテ

ィヴィティーが働〈結果，初期調整の期間に 4~5 期間を要し， [MODEL I] 

よりも長くかかるようになっている。

第2に，調整用アクティヴィティーの中では，稼動率調整アグティヴィテ f

ーま〔のが最も j活発に作動している。 CASEA， B から明らかなように，S(t)， 

m(t)， e(t) に関しては， それが働く部門と働かない部門が存在するが， 正(t)

に関しては，全部門で作動しており J 初期調整において最も有効に作用するア

グティヴィティーであるといえる。ただし， CASE Cのように，稼動率調整に

かかるコストが非常に大きい，という仮定をおいた場合は，効率性白観点から，

当然他のアクティゲィティーへ目代替が行なわれる。しかしそのような極端な

仮定をおかない限りは，展も頻繁に働〈アクティゲィティ である。

24) 図lでは，第2・第7部門町 CASEA におL、て』産出量の減少する時期があるが， これは
前期において多量り輸出があるためであり，財の棄却を表わしてはし、なし '0
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第3に，調整用アクティずィティー相互聞には，一つのアクティヴィティー

が他のものを排除するような競合的な関係は存在していない。 A，B， Cいず

れにおいても，所与の制約条件のもとで目的関数を最大化する点で，最も有効

なアクティヴィティーの組み合わせが選択されている。

最後に， CASE Cで現われたが，制約条件の与え方によっては，産出がある

アクティヴィティーに特化される現象が生じる o CASE Cではある部門の産出

が輸出入に特fじされたが，e(t)， mCt) に関しては，交易係数 β が一定の値を

越えると調整用アクティヴィティーとは異なる役割を果たすようになると考え

られる。この γ ミュレーションの結果からは，戸ニ0.7と0.8の聞に，輸山入へ

の特化現象を起こさせる臨界点があることが推測される。

お わ り に

本稿では，ターソパイグ・モデルの特質を検討し，初期調整問題の解決方法

として，稼動率調整を含む調整用アグティヴィティー守導入して V ミュレ-'/

豆 γを行なった。結果としては，調整用アクティヴィティーは有効に働き，中

でも稼動率調整アクティヴィティーが，生産部門の区別なく全体にわたって有

効に作動することがわかった。その結果，財の有効利用がはかられ，生産可能

領域が高い水準に押しよげられた。また，パラメーターの値によっては，輸出

入への特化が生ずることが明らかになった。

本稿でのシミュレーショ Y では，パラメータ α"α2，s， r. .1.1> んには，全

産業にわたって同ーの値を与えたが，産業によって稼動率調整の巾やコスト，

交易条件等は異なると考えられるから，その点在考慮したノミラメータ値決定も

必要となろう。

また，モデノレとしては資本蓄積モデノレを取り上げたが，経済成長の主要な目

的が，資本蓄積よりも消費から生ずる効用白追求におかれ亡いると考えられる

先進国においては，消費アグディゲィ 7ィー・モデノレの方が現実味を滞びてく

るであろう。消費モデノレに関しても同様なシミュレーションを行なう意義があ
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ろう。

(1987年 2月2日脱稿)

(付記〉 本稿中白シミェ νーション計算についτは，大阪大学の筑井甚吉教授より御

指導を頂き，同大学社会経済研究所電算機室にτ行いました。 ζζ に記Lて感謝いた

します。
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